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１　はじめに
　近年、長期に来日する留学生が大幅に減少する一方、短期留学生が急速に増加している。その中でも、最も多い

のは数週間程度の「遊学」形式の短期研修である。これは大学間の国際交流が活発に行われていることと、本国の

大学に在籍しながら日本文化を体験したいと考える学生が増加していることが背景としてみられる。よって、短期

研修生の日本語指導方法のあり方が大きなテーマとなってきている。

　大学において日本語短期研修を実施する際、教材の選択・使用、クラス編成、プログラム計画、教員配置などが

重要である。その中で最も留意すべきは、講座担当者間の連携であるといえる。

　オムニバスで一つの講座を担当する際も、担当者間でその目標を共通理解し、指導項目を分担するくらいで、相

互の講義内容について意見交流したり、指導方法、指導内容について詳細に分析し研究協議したりする連携指導は

少ない。大きな要因として全体の学習時間が短いことが考えられる。そこで、今回研修生の教育効果を高めるため

に、送り側大学と受け手側大学の担当者、講座担当者間で緊密な連絡調整を図る。まず、学生の日本語レベルを含

めた事前調査や全体像の構成から部分内容の調整までの確認を行い、望ましいコースカリキュラムの作成と指導の

あり方について模索することの足がかりとして、本報告を行うこととなった。

２　研修参加大学
　平成２４年度、奈良産業大学で受け入れた研修生は、台湾・国立屏東科技大学１１名（男性５名、女性６名）、

カンボジア・メコン大学２名（男性２名）、中国・青島理工大学琴島学院６名（男性４名、女性２名）、香港・香港

城市大学専上学院１４名（男性４名、女性１０名）の３３名であり、いずれも約１ヶ月間の短期日本語研修である。

この内、屏東科技大学と青島理工大学の学生は第２外国語として日本語を履修しており、メコン大学と香港城市大

学の学生は日本語を主専攻としている。

　なお、本稿では第２外国語として日本語を履修している研修生を対象とするため、「初級日本語コース」（屏東科

技大学）の取り組みについて報告することとする。�）

３　事前アンケートと学習コース編成
　研修を行うに当たって、来日前の研修学生に対して、簡単な事前アンケートを実施した。その中で、研修生は日

本語会話力について表１のように自己申告している。

　また、研修への希望については、他大学の学生同様、日本文化を体験したいとの回答が最も多かった。具体的に
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は、伝統的日本建築、祭り、日本食、剣道、茶道、和菓子、アニメ、着物（浴衣）などの体験である。次いで、日

本人と友達になりたい、日本の生活を体験したいとの回答も多く、このことから、研修生にとって、まずは四技能

のうちの「聞く・話す」を伸ばす必要があることが伺える。

　これに対して、日本語講座の内容に関する希望を回答する学生は少なかった。屏東科技大学の学生が授業に対し

て意見・希望を述べる習慣がないことが、理由として考えられる。

　研修生の情報は学習コース編成に当たり、非常に重要な項目である。本年度のアンケートは、アレルギーや持病

など、生活に関わる部分、ホームステイに関わる部分などが一緒になっていたが、来年度は生活部分と学習部分に

分ける必要がある。

４　短期日本語研修における講座内容の設定
　短期日本語研修の実施において飯田（2006）は、「クラス編成上クラス内にレベル差があること、授業当日まで

学習者のことがはっきり分からずに授業内容を考えねばならない」という問題があることを指摘し、その対策とし

て以下のように述べている。

　「事前のアンケートや、派遣大学の講座担当者との打ち合わせ、また派遣大学における日本語課程の学習項目（内

容と時間数）等の資料で対応しており、以前よりもかなり改善されたといえる。しかし、実際には短期研修生と接

してはじめて分かることも少なくない。担当授業の回数が限られていることを考えると、いかなる場合でも対応で

きるような講座内容の設定が理想的である。」2）

　そこで、本年度は、以下のような目標を立て、これに基づいて講座内容を設定した。

　　ⅰ）学生のレベル差に関わらず、全員が取り組める内容にする。

　　ⅱ）興味・関心、希望の多い内容（教材）を取り上げる。

４－１　既習内容の把握

　国立屏東科技大学のシラバス集から「日本語講座」に関するものを抜粋したものが資料１である。授業の内容は、

数字が大きくなるに連れて難しくなる。以下に日本語訳された概要 3）を次に示す。研修生はこれらの講座２～４

講座選択履修している。4）

日本語 （１）

　この科目は、日本語を学習する上での基礎となる授業である。この科目では日本語の発音の仕方や特色につい

て講義し、清音・濁音・長音・拗音・撥音・促音およびアクセント・イントネーション等、日本語の正確かつ美

しい発音を習得させる。

日本語 （２）

　初級日本語教材に合わせ、文法・文型を簡単なものから徐々に導入し、それに副読本や宿題などを課すことに

よって十分に理解・吸収させ、かつ応用できるようにする。また、定期的にディクテーションなどの小テストを
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行い、聞く・話す・読む・書く四技能を同時に高める。

日本語 （３）

　日本語の発音、アクセントを習熟させる。この他、基本的な文型の学習を通し、話す・聞く面において日本語

を用いた円滑なコミュニケーションが取れるようになることを目標とする。授業では、基本文型の導入のほか、

聞き取り練習、ビデオ等と用いた学習等を行う。また、語学の学習だけでなく、日本の風土や民族、文化・礼節

などの紹介も行う。

日本語 （４）

　日本語の基本的な文法構造に習熟し、基本文型・語法・読解の能力を高め、日本語の基礎を固めることを目的

とする。授業では、日常生活・文学・文化・社会・科学等に関する内容も含み、これらの内容について日本語で

自らの考えを述べられるようにする。

４－２　大学行事との連携

　大学が行う各種行事と講座内容に関連性を持たせるために、奈良産業大学国際交流センターより行事一覧を入手

した。ホームステイ（２泊３日）、茶道体験、温泉体験、剣道体験、浴衣着付け体験、化粧体験（女子のみ）、奈良

観光、京都観光、大阪観光、信貴山見学などの行事が予定されており、それぞれの行事と関連させて、講座スケジ

ュールを設定した。
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４－３　講座の目的と教材

　研修生への事前アンケートの結果、日本文化への関心が最も高かったため、日本語能力（特に聞く、話す）を高

めると同時に、日本文化への認識を深めることを講座の目的とした。

　教科書は「エリンが挑戦！にほんごできます」を使用した。この教材は、素材提供型の映像教材で、「語学学習」

と「異文化・多文化の理解」という２つの柱を持っている。「語学学習」には「CAN-DO」シラバスが用いられ、「異

文化・多文化の理解」では若い世代が興味を持つ場面やトピックが扱われている。補助教材として講師作成のパワ

ーポイント教材を使用し、ハンドアウト資料を配布した。

４－４　授業時間中の工夫

　実用性を重視し、日本語の講座と研修行事を関連づけてカリキュラムを組んだ。一つのクラスの中では、来日以

前の日本語の学習時間や経験による語学レベルの差異が大きく、それを克服するため口頭表現の運用能力の学習を

優先した。

　例えば、第２課「注文する」、第３課「値段を聞く」の授業で買い物の表現を学習すると、翌日には奈良観光（奈

良公園、東大寺、春日大社の見学）があり、みやげ物を買う機会がある。学習した表現は実際使うことができると、

学生に意識させるためである。また午後の研修で七夕体験が予定されていたので、七夕、笹舟に関する内容を授業

に組み込んだ。「希望を言う」は別の日の指導項目として設定していたが、短冊に願い事を書くために、当日も最

低限の項目を導入した。（※１）

　第８課「友だちと話す」では、普通体と待遇表現を指導内容とした。前者はホームステイの家族が話す言葉を聞

き取れるように、後者はホームステイ先の家族と話すときに意識すべき事柄である。（※２）

　また、第１課から第８課までのカリキュラムは、ホームステイ先でのコミュニケーションが円滑にいくように意

識して指導項目を設定している。授業の最後にホームステイ先で使いたい表現を聞き取り、学生が必要と考える表

現に関して指導の漏れを防いだ。

　第５課、第１０課はそれぞれ茶道体験、温泉体験が午後の研修で予定されていたので、茶道・温泉に関するＤＶ

Ｄを授業中に観賞、説明し、午後の研修への橋渡しとした。（※３）

　以上のように行事やホームステイなどを、日本語学習と関連させた語学研修の一環としての「付加価値的言語学

習方法」を最大限に利用した。その他、語彙力を向上させるために普段から親しみのある「外来語」を多く練習に

用い、発音しやすく覚えやすい語彙を多く使うことによりその効果も大いにみられるようになった。

　また、担当教員の指導の連携により情報を共有し、全体の一貫性を重視するとともに、柔軟性のある授業内容が

さらに工夫されるようになった。
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５　今後の課題
　今回の講座を振り返ってみると、大学が行う各種行事と連携した講座内容を目指してきたが、すべての日程で実

現することはできなかった。畠山・齊藤（20�2）が指摘するように、「短期研修において送り出す側と受け入れる

側の講座内容を連動させることの可能性を両学で模索していく必要がある」だろう。5）

　今秋には、国立屏東科技大学において、研修に参加した学生による報告会が開催される予定である。研修生が日

本滞在中に何を見て、何を感じたのか、その内容を分析し、次年度の日本語コースカリキュラムの作成、指導の在

り方を探っていきたい。

注
�）国立屏東科技大学と青島理工大学琴島学院は研修実施期間が異なるため、青島理工大学琴島学院については、

稿を改めて報告したい。

2）飯田透（2006）「日本語短期研修の現状と課題・海外提携校からの短期研修団の受け入れについて」

　  『拓殖大学語学研究』（��2） pp. �0�-��5

3）原文は中国語と英語で書かれている。日本語訳は加納が作成した。

4）履修にあたっては、例えば日本語（二）を履修するには、先に日本語（一）を履修し、単位を修得しなければ

ならない。

5）畠山理恵・齊藤眞理子（20�2）「「知っていることを使う」を目指した日本語短期研修のコースデザイン・泰日

工業大学を対象とした研修を事例として」『文化学園大学紀要・人文社会科学研究』（20） pp.�2�-�36
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